
なくし，側受のJ辛抱U)の利用とあわせて ， だほと)行動の l(Jj止を

はカ‘って L 、 る。

輪軸は一体J正延中村iで，第 2 次だ(蛇)行革11の目" ~~ilil立を上げ

るため ， y仰IJ こう配をよ(在米線はよ) としてし、る。 Jj( ~ijlは '1-'40 ¥ ~--" .，..，，~ 20/ 
笑軸で， 同周波部't入れ悦きもど しを行ない，校ソJ 強iI立を 1，:， めて

L 、る。

車軸Jtl 品h受の Jι本(f.J な構造は，従来と変わらず， ラジア ノレ ròj

重用と して門的コロ 判l受，ス ラス ト向，f01J として傑みぞ形玉制1

受を{史m している。 潤附は， グ リー スで は無1'1'があるため illi il~1

i1t と し， 180 需タービ /'iul を月1 ， 、ている 。

ブレーキ災 lí"，~は，台半端ばりに収り H けられた附}lシリンダ

で'ii ~t庄をiIlil"に変換し ， i1IIU_>/ リン夕刊で ;(;11輸 f を デ ィスグに

押 しつける構造である。

主電草凱動11機は1令ι行'ì I車|ドiわくにI取E伝』 り イ付i けら

(羽WN 継手) を介して曲耐~J車市全淡L引[舷ij:， 1<輪品 4嗣制州q副柏I 1へと伝えられる。 l*iïlI決

[丘は 1 段減 iliで (iI;i "1 ' 比は 2.1 72 で ある。 (谷雅夫)

だいしやかじゅうしけん 台車荷量試験 (兆) static 

load test of the bogie 台<)(の必以 上の安全性を訂正かめるため

には，::k:際の j逝lfI条 (' 1ーのもと てフ主行ぷ験を行ない，各ì'~~の 191的

応力を担IJ定 しなければならなし、。しかし ， 走行 ，試験てdの 1!WJ応

ブJ測定点数には限度があり ， if!lJk叩 耐1i ~0が繁維なため，新 1 ;1: . ;1

fì 車の場合には，あらかじめ製作'- ì会 | で ， TLt 市各市に i'(þ (1"J(， :t物

を加えと ， 1t.: )J ， たわみて?を測辺 し， 悩肢の検Hfi料 と する場

合h・多い。これを台ヰl. ~;i inぷ験 という。

令市。:iÆ:失血に上る Tì tl ( わく甲州((，:iíf_L試験

fì車Jっく . l.f，れまくら lこ，心ざら (1 1 1 l) r':j 吊 に 相| 、 '~ 寸る if'p'((，:j

fJ1を加える ili: p'i 向市ぷ験をはじめ íムì'l i の備治によって ， f�'li 

わくねじり 7rif if(，ホルスター ・ アンカー尚昆， ~~llr1'iもり lìíjfを J，ê

右前 if;呼 ， 走行中作 1 11する と 考 えら ; L <0 純々 の仰吊による ，試験

を行なう 。 iRII'( (c it ìft ，試験には，ム111 ' の水平 1 (1ぽIに対して 十分な

jよさ をも っベ ッドと I"PW j';Ij'T， わくをも っf~ I!( ,i:j in 淡町が必 '!l.tで

あり， l "I)~U.:j ;在わく水、|λ!';i~ 11 I 央の rtl lll またはねじ ジ ャッキで 向

mを加える。その他の何干fì には， それぞれの台'i'構造に~íf し

た力11 屯月JJ\を製作して(Y'J IJす心 。

:í'\荷 (O :j 'f{の大きさは ， :!1f t!' 1 前前 と して l比大心ざら的 if(で試験

するのが昨泊であるが， その他の í'l 仰については ， f~iV ~IWj告に

応じて ， 従う~の粁験から走行 "1' 1'1'川すると考えられる Hf 石荷市

を加える。

応力の測定には，抵抗線ひずみ計が川いられ ， fì .t!L 全体で 50

-60 点紅伎の n!IJ定点がj1Iiばれるが， f，'時 JtEが復維で託、 )J集中筒!肝

等強度上の!日Jm点の子見が闘燥なI41 f干には， ぜ L 、(Jぬ )tUi:.、 7);ホ

料を予備的に)TI，、 て，抗抗線ひずみ ，( 1 による測定点をしぼるこ

とが有効な場合もある。 {:-ì)!(わく :[\ 1 1' 1 荷í!'{試験お上 ひねじり伊I

だいし e しけ

ヨlぷ験A?でのたわみbiは， たわみ測定治具わくおよび ダ イアノレ ・

インディケ タを用いて測定する 。

応力測定結架から， 最大心ざら荷重による応力を静的氏、力と

し ， その 30 % 程度(車体上下加速度を 0.3g とみな して)お よ

びその他の負荷による応力を動的応力 として，材料の耐久限!主

総図ヒにプ ロットし， 'J!iit正上の 判定を下す。その結果，強度上

nfJ lIiiになると思われる l!.を選択 して， 走行試験により 運用状態

での応力測定を行なうが，台車荷重試験途七で，明らかな強l豆

町J欠陥が発見された場合には， その部分の補強対策または改普

筑を講じながら試験を続けること もある。(小西正一)

だいし々けんさ 台車検査近代化 された車両の保守に

ついては ， 従来の車両に実施されてきた方式をそのま ま踏襲す

ることは 小合1' 1' な点が多 く ，特に中間検疫を施行することは，

その /J:Aが少なくなり つつある。

f日~(*における屯う札機器;は，その!.'4jj'jが外部よりの保守点検

が作めで あり ， 機能の劣化判定技術の進歩など， あらゆる聞に

新J主体j がとり入れられてきた。 また故障などの場合にも l司路機

日止を保護するう，~ Ii~ì.が進み ， 全般にわたり検査を必要とする jii l 帰

は:1;，し く 延長することができるようにな っ た。しか し走行部

分である台車関係は材'j'( ， _1'.作技術の進歩があり ， かなりの保

'-.1は作坊になりつつあるが屯34f部分が故障 した場合の似 く，

必ずしも安全とはいえないので ， 台車関係については慎重に倣

う必泌があり ， このため従来の中|日l検丘のうち，台車だけは適

当な検1t. li!l婦で検1t.する必攻がある。これらの事情により新幹

線電車の検命方式から，この台車検査を範行するようにな っ た。

Tî 中 検 1r:は運輸すi 令封印 71 号(11白和 39 ・ 9 ・ 30) 第 30 条， 第 2 lJj

に定められている Ll 年又は当該車内の走行距雌ヵ ・ 45 万キロ

メー トノレをこえない JWJIJ1Jのいずれか短いJUJl HI ごとに，主電動機，

1U1 ))(].リtYJ~'i，走り;}~巴t ， ばねう在位およびプレーキ袋置の主安

部分につレて行 う検 fi l fこ I該当するものである。 台車検査は '， 11

ïl i を休*させないで随行するため， あ らかじめ準備された予備

の台車と娠り 符えて施行する方法がと ら れており， 'ílì 1(iのか

(隊 ) 1V1ヰ:は検作のための休部を少なくするこ とがで きる ため，

t; しく 向 l ずるこ とがで きた。 (坪内芳夫)

だいしゃしけんそうち 台車試験装置 (車両の) 鉄道

車内が線路上を走行する状態を試験fìUこ再現して，車内の走

行制能を』試験ずるうLi置を車両試験装置(試験台)と L 、 L 、 ， これに

対し てh tド の走行性能のみを I試験合試験する決位を台車試験生L

li/~ と L 、う。台 車が線路 1，-を実際に走行している状態な，d- n!11する

には ， fì 'I (jJ!IJ ，線路 DUJ と も，多くの問IJk機を必吹とし ， 'I:;~~~ r.曜

による場 fTは ， J主!立 ;J剤 mi . 安令:1生 . .ぷ験の jlH見i生，逆転lI!j- J品J .

時刻 ・ 1 "1数 ~fJ に{史川制限を受ける。

鉄道工場では，ド 11 1 ，jの耳t 'lJ5fm としての台車の修紙後の性fìËlì(1i

IEZには ドドIljを組み込んだ後 r:場情内の試運転と，営業総の

ぷilli 転、で 1 1 な.， -c , 、るが，ぷ!放 1"1数が多く'，\)-1，'業線に支障す るう

え，半 1 ，I.jl事 M- 仁f'dが iてくなるので， 試運転を代行するこの』没備

を逐次設位している。浜訟 r J揚に a没置した新幹線電車用台耳1 ，試

験失 IJ~I~は， この種裟位の代表的なものである。

こ のうL位は高速illi転を行なう台車を， 本線上で l試運転するに

先だち，軌条析U::で完走行状態、と I " J じ負荷予tj粛を台車にかげ，

主 'fll: illi} f幾に対しでもトノレクをかけて最高速度 250km/h の í::íili 

で述統迎転することができ， 修絡し 組立て完了 した台lf':のw

刺lおよび駆動決置用納受の洞度上昇が白動的に記録され， 主';ti

動機の幣流状態や各部の~h漏れ， 固着検知用発電機および A.

T. C. J刊速度発電機の作Jtlの確認などを控目測することにより修

絡の光全をWJする ことができる 。


